
にいがた文化の記憶館ニュース

第 10 号
2025年 3月

各
号
の
主
な
内
容
と
表
紙
説
明
は
４
ペ
ー
ジ

表
紙
で
た
ど
る
「
に
い
が
た
文
化
」
の
あ
ゆ
み
（
中
央
が
創
刊
号
）



2第10号

《
６
年
度
》

企
画
展

　

三
つ
の
企
画
展
を
開
い
た
。
新
潟

日
報
紙
面
に
載
っ
た
絵
画
・
挿
絵
の

原
画
展
、『
大
日
本
地
名
辞
書
』
の
吉

田
東
伍
展
、
酒
博
士
と
も
い
わ
れ
る

発
酵
学
の
権
威
・
坂
口
謹
一
郎
展
。

　

 

新
潟
日
報
掲
載
原
画
展  

�

（
６
年
４
月
２
日
～
７
月
７
日
）

昭
和
30
年
～
50
年
代
に
、
新
潟
日
報
の

新
年
号
を
飾
っ

た
絵
や
広
告
情

報
誌
の
表
紙
に

あ
し
ら
わ
れ
た

絵
の
ほ
か
、エ
ッ

セ
イ
な
ど
の
記

事
に
添
え
ら
れ

た
挿
絵
の
原
画

を
展
示
し
た
。

新
潟
日
報
社
に

所
蔵
さ
れ
て
い

る
も
の
を
借
り

た
。
原
画
の
な
い
も
の
は
掲
載
紙
面
の
コ

ピ
ー
を
展
示
し
た
。

監
修
を
お
願
い
し
た
美
術
評
論
家
・
横

山
秀
樹
氏
が
、
講
演
で
そ
れ
ら
の
絵
と
作

家
に
つ
い
て
解
説
し
、
新
潟
日
報
が
紙
面

を
通
じ
、
ま
た
県
展
を
開
催
す
る
こ
と
で

新
潟
の
文
化
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
こ
と
を
力
説
し
た
。
県
展
に
は
多
く
の

著
名
作
家
が
審
査
員
と
し
て
関
わ
り
、
そ

の
作
品
も
紙
面
を
彩
っ
て
い
た
（
講
演
要

旨
は
８
～
９
ペ
ー
ジ
）。

こ
の
展
示
で
思
わ
ぬ
発
見
も
あ
っ
た
。

新
潟
日
報
の
エ
ッ
セ
イ
企
画
「
新
潟
へ
の

賀
状
」（
新
潟
で
勤
務
経
験
の
あ
る
人
が
新

潟
へ
の
思
い
を
綴
っ
た
）
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

連
続
ド
ラ
マ
「
虎
に
翼
」
の
主
人
公
の
モ

デ
ル
三
淵
嘉
子
さ
ん
が
登
場
し
て
い
た（
挿

絵
は
関
屋
俊
彦
さ
ん
）。

 
生
誕
１
６
０
年　

吉
田
東
伍
展
～ 

  

『
大
日
本
地
名
辞
書
』
を
中
心
に 

 

�
（
７
月
30
日
～
11
月
３
日
）

吉
田
東
伍

（
１
８
６
４
～

１
９
１
８
年
）

は
13
年
の
歳

月
を
か
け
、
一

人
で
項
目
数

４
万
項
に
も

お
よ
ぶ
辞
書

を
完
成
さ
せ

た
。
そ
の
土
地
の
歴
史
や
風
土
、
文
化
と

い
っ
た
範
囲
に
ま
で
及
ぶ
内
容
は
ま
さ
に

地
誌
で
あ
り
、
日
本
各
地
で
地
名
研
究
が

進
め
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
東
伍

は
地
震
や
ほ
か
の
自
然
災
害
に
も
研
究
の

範
囲
を
広
げ
、
平
安
時
代
に
起
き
た
貞じ

ょ
う
が
ん観

地
震
の
こ
と
を
論
文
に
ま
と
め
て
い
た
。

吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
、
吉
田
家
、
県

立
図
書
館
な
ど
か
ら
も
資
料
な
ど
を
借
り

て
足
跡
を
た
ど
り
、
災
害
研
究
の
先
駆
者

で
あ
る
こ
と
も
関
係
資
料
で
紹
介
し
た
。

東
伍
の
研
究
領
域
が
分
野
を
超
え
て
い

た
こ
と
を
、
吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
の
前

館
長
・
渡
辺
史
生
氏
が
“
超
域
学
者
”
と

名
付
け
、
そ
の
業
績
を
語
っ
た
（
要
旨
は

５
～
７
ペ
ー
ジ
）。

 

没
後
30
年 

  

発
酵
学
の
父　

坂
口
謹
一
郎
と
短
歌

 

�

（
11
月
26
日
～
７
年
３
月
９
日
）

応
用
微
生
物

学
者
で
発
酵
学

の
権
威・坂
口
謹

一
郎
（
１
８
９
７

～
１
９
９
４
年
）

の
歌
人
と
し
て

の
一
面
に
焦
点

を
当
て
た
。

「
障
り
な
く
水
の
如
く
に
咽
喉
を
越
す
酒

に
も
似
た
る
わ
が
歌
も
が
な
」。
坂
口
は
故

郷
を
愛
し
酒
を
愛
し
た
。

博
士
は
高
田
（
現
在
の
上
越
市
）
に
生

ま
れ
、東
京
帝
国
大
学
農
学
部
に
学
ん
だ
。

日
本
で
初
め
て
微
生
物
学
研
究
の
場
と
な

る
「
応
用
微
生
物
研
究
所
」
を
創
設
し
た
。

酒
や
味
噌
な
ど
麹
菌
を
利
用
し
た
醗
酵
の

過
程
を
化
学
的
に
解
明
す
る
な
ど
し
た
応

用
微
生
物
学
の
世
界
的
権
威
だ
。

歌
人
と
し
て
の
評
価
も
高
く
、
昭
和
50

（
１
９
７
５
）
年
、
新
年
歌
会
始
の
召
人
を

務
め
た
。

上
越
市
の
坂
口
記
念
館
、
武
蔵
野
酒

造
、
杉
田
味
噌
醸
造
場
、
新
潟
市
の
石
本

酒
造
、
新
潟
県
醸
造
試
験
場
と
い
っ
た
各

所
か
ら
、
博
士
が
歌
を
し
た
た
め
色
紙
な

ど
を
借
り
た
。
ま
た
、
陶
芸
家
・
齋
藤
尚

明
氏
か
ら
は
書
き
入
れ
茶
碗
や
絵
皿
な
ど

父
・
三
郎
さ
ん
や
自
身
と
坂
口
博
士
と
の

合
作
作
品
を
貸
し
て
い
た
だ
き
展
示
し
た
。

専
門
の
「
発
酵
」
に
関
係
す
る
人
物
、

短
歌
関
係
の
人
物
と
博
士
と
の
関
係
を
相

関
図
に
ま
と
め
展
示
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク

◇
生
没
年
を
グ
ラ
フ
化　

常
設
展
示
の

分
野
別
パ
ネ
ル
の
「
中
国
学
」
コ
ー
ナ
ー

に
、
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
る
人
物
（
８

人
）
の
生
没
年
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
を

つ
く
っ
て
展
示
し
た
。（「
文
学
」「
美
術
」

「
医
学
」「
女
性
」
分
野
は
す
で
に
作
製
ず

み
）。
簡
単

な
年
譜
に
も

な
っ
て
お

り
、
当
該
人

物
が
ど
の
よ

う
な
時
代
に

活
躍
し
た
か

や
著
作
を
発

表
し
た
年
が

分
か
る
。

活
動
報
告

「新潟日報掲載絵画原画展」解説会

吉田東伍展

坂口謹一郎相関図

「中国学」分野の「生没年グラフ」



3 第10号

出
前
講
座

◇
「
相
関
図
か
ら
見
る
吉
田
東
伍
の
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
６
年
11
月
９
日
、
阿

賀
野
市
の
安
田
交
流
セ
ン
タ
ー
風
と
ぴ
あ
）

担
当
＝
当
館
・
石
垣
雅
美
学
芸
員

阿
賀
野
市
出
身
の
歴
史
地
理
学
者
吉
田

東
伍
（
１
８
６
４
～
１
９
１
８
年
）
の
幅

広
い
人
間
関
係
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

兄
弟
や
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
人
た
ち
、

『
第
日
本
地
名
辞
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
著

書
執
筆
や

研
究
分
野

で
関
係
の

あ
っ
た
人

た
ち
と
東

伍
の
つ
な

が
り
を
、

相
関
図
を

も
と
に
紹

介
。
参
加

者
は
、
東
伍

が
研
究
分

野
を
超
え

て
さ
ま
ざ
ま

な
人
物
と

つ
な
が
り
の

あ
っ
た
こ
と

に
あ
ら
た
め

て
感
心
し

た
様
子
だ
っ
た
。

に
い
が
た
文
化
の
記
憶
館
と
吉
田
東
伍

記
念
博
物
館
は
そ
れ
ぞ
れ
東
伍
の
生
誕

１
６
０
年
を
記
念
し
、
企
画
展
を
開
い
た
。

相
関
図
は
石
垣
学
芸
員
が
作
成
し
、
記
憶

館
の
企
画
展
で
展
示
し
た
。

教
育
機
関
と
の
連
携

■
職
場
体
験

　

新
潟
市
立
鳥
屋
野
中
学
校
２
年
生
３

人
。（
６
年
７
月
２
、３
日
）

　

ポ
ス
タ
ー
の
貼
り
替
え
や
受
付
で
の
来

館
者
対
応
、
企
画
展
が
間
も
な
く
終
わ
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
チ
ラ
シ
を
作
っ
た
。
チ

ラ
シ
は
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
ビ
ル
の
１
階
に
あ

る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
所
に
貼
っ
た
。

　

ま
た
、
館
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
の

ポ
ス
タ
ー
を

作
っ
て
く
れ
た
。

Ａ
３
の
大
き
さ

で
、ラ
ミ
ネ
ー
ト

加
工
し
た
り
っ

ぱ
な
も
の
。

■
地
域
学
習

新
潟
市
立
寄
居
中
学
校
２
年
生
４
人

（
５
月
16
日
）、
小
針
中
２
年
生
５
人
（
７

月
５
日
）

地
域
の
魅
力
・
観
光
資
源
の
再
発
見
と

い
う
テ
ー
マ
で
来
館
。
常
設
展
示
を
見
た

り
職
員
に
質
問
を
し
た
り
し
て
、
に
い
が

た
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
先
駆
的
役
割

を
果
た
し
た
文
化
人
が
生
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
学
ん
で
い
っ
た
。
発
信
に
期
待
！

■
臨
地
実
務
実
習

開
志
専
門
職
大
学
（
本
部
・
新
潟
市
中

央
区
紫
竹
山
）
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
学
部
２

年
生
３
人
（
６
月
～
８
月
）

５
年
度
企
画
展
で
取
り
上
げ
た
作
家
新

井
満
を
４
コ
マ
漫
画
に
す
る
課
題
に
挑
戦

し
た
。
新
井
の
多
方
面
に
わ
た
る
創
作
活

動
に
つ
い
て
学
び
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ど
う

表
現
す
る
か
、
３
人
で
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、

県
内
中
学
校
に
送
る
文
化
人
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
発
送
作
業
を
し
た
。

郵便料金が上がった。チラ
シ発送などどう対応している
か、併せて発送作業の実態を
聞いた（回答40館・団体）
「送る枚数を減らした」７、

「送る相手の数を絞った」１。
「従来通り」が大半。方法は郵
送がほとんどで、「新聞折り込
み」１、「イベントで従業員が
配る」１、「持ち込めるところ
へは直接」１、「公立施設では
庁内便や連絡便で」２、「市職
員が配達」１など。
「作らない」「やめた」とこ

ろもあった。理由は「企画展
をやめたから」１、「予算や人
員の都合」１、「ホームページ
と新聞の告知欄活用」１、「パ
ンフを送る」１、理由不明１。
SNSも活用するところが多数
だが、情報を「商店組合のホー
ムページに入れてもらう」と
いう団体もあった。

作業は職員だけのところが
多く19カ所。「アルバイトのみ」
３。残りは職員とアルバイト・
ボランティアで。日数は「２
日以内」20、「３日、４～５日」
４。「７日」１。送付先は30か
ら3600カ所（佐渡博物館）ま
で、総枚数も100枚から最高
３万枚（県立近代美術館、同
歴史博物館）と幅があった。

（記入31館）
「チラシ・ポスターを見て来

館している」と、必要性を指
摘する声も多く、ほとんどの
館・団体が「今まで通り作る」
と回答した。

チラシ・ポスターは
なくせない
� アンケートから

吉田東伍相関図

出前講座「吉田東伍のネットワーク」

鳥屋野中生がつくったチラシ

鳥屋野中生が制作した記憶館
ポスター



4第10号

 

創
刊
号
（
平
成
28
年
３
月
）

▽
「
法
律
と
文
学
の
両
道
を
歩
ん
だ
平
出
修
」。
大

逆
事
件
の
弁
護
人
と
し
て
知
ら
れ
る
平
出
修
（
新
潟

市
）
の
足
跡
と
、
顕
彰
活
動
の
こ
れ
ま
で
。

表
紙　

蕗
谷
虹
児
《
異
国
の
友
と
》（
少
女
雑
誌

「
令
女
界
」
１
９
２
９
年
９
月
号
付
録
絵
は
が
き
）

 

２
号
（
29
年
２
月
）　

▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
越
後

人
の
ね
ば
り
～
鈴
木
牧
之
（
塩
沢
）
、
諸
橋
轍
次

（
三
条
市
）
、
吉
田
東
伍
（
阿
賀
野
市
安
田
）
」
。
関

係
者
が
語
る
３
人
の
功
績
と
新
潟
県
民
の
県
民
性
。

▽
各
館
取
り
組
み
紹
介　

巻
菱
湖
記
念
時
代
館

表
紙　

土
田
麦
僊《
湯
女 

大
下
絵
》（
佐
渡
博
物
館
）

 

３
号
（
30
年
１
月
）　

▽
講
演
①
「
出
版
文
化
を

つ
く
っ
た
越
後
人
」
。
博
文
館
創
設
の
大
橋
佐
平

（
長
岡
）
、
豪
華
本
出
版
の
第
一
書
房
創
設
の
長
谷

川
巳
之
吉
（
出
雲
崎
町
）
ら
②
「
青
山
杉
作
と
俳
優

座
」
。
俳
優
座
を
つ
く
っ
た
青
山
杉
作
（
紫
雲
寺
＝

新
発
田
市
）
③
「
映
画
《
ほ
か
い
び
と
～
伊
那
の
井

月
》
」
。
一
茶
と
子
規
の
間
の
俳
句
史
を
埋
め
る
俳

人
・
井
上
井
月
（
現
在
の
長
岡
市
）
。

▽
各
館
取
り
組
み
紹
介　

坂
口
記
念
館
、
巻
菱
湖

記
念
時
代
館

表
紙　

井
上
井
月
句
碑
（
企
画
展
「
漂
泊
の
俳
人

井
上
井
月
」
ポ
ス
タ
ー
）

 

４
号
（
31
年
３
月
）　

▽
講
演
①
「
現
代
情
報
化

社
会
の
先
達
」
。
近
代
的
イ
ン
フ
ラ
の
基
礎
を
築
い
た

前
島
密
（
上
越
市
）
と
、
日
本
で
最
初
の
私
立
図
書
館

を
つ
く
っ
た
大
橋
佐
平
ら
②
「
父
・
堀
口
大
學
（
詩

人
・
旧
制
長
岡
中
卒
）
」
③
「
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
文
学
世

界
～
大
衆
文
学
編
」
。
純
文
学
と
大
衆
小
説
と
を
区

別
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
坂
口
安
吾
（
新
潟
市
）
長

谷
川
海
太
郎
（
佐
渡
市
赤
泊
）
④
「
能
楽
入
門
」

▽
各
館
取
り
組
み
紹
介　

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
柏
崎
、
糸
魚
川
歴
史
民
俗
資
料
館

表
紙　

川
上
四
郎
《
童
謡
画
集
２
表
紙
》（
湯
沢
町

寄
託
）

 

５
号
（
令
和
２
年
３
月
）　

▽
対
談
「
良
寛
再
発

見
」
。
良
寛
の
顕
彰
活
動
の
歴
史

▽
講
演
①
「
新
潟
の
医
学
近
代
化
の
あ
け
ぼ
の
～

命
を
支
え
た
医
師
た
ち
の
足
跡
」
②
「
明
治
の
医
学

教
育
者
・
長
谷
川
泰
」。
長
谷
川
泰
（
長
岡
市
）
は
日

本
初
の
私
立
医
学
校
の
創
設
者
③
「
新
潟
に
残
る
東

映
動
画
の
足
跡
」

▽
座
談
会
①
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
を
目
指
し
た
男
・
大
川

博
」
②
「
大
川
博
と
東
映
を
語
る
」。
大
川
博
（
中
之

口
村
＝
現
・
新
潟
市
西
蒲
区
）
は
東
映
の
初
代
社
長
。

▽
各
館
取
り
組
み
紹
介　

吉
田
東
伍
記
念
博
物
館

表
紙　

平
沢
屛
山
原
画
、
塩
田
順
庵
・
西
島
秋
航
賛

《
蝦
夷
人
種
痘
之
図
》（
幕
末
、
新
発
田
藩
出
身
の
種
痘

医
の
桑
田
立
斎
ら
が
ア
イ
ヌ
に
集
団
接
種
す
る
様
子
）

 

６
号
（
３
年
３
月
）　

▽
講
演
「
森
蘭
斎
と
南な

ん

蘋ぴ
ん

派
」
。
南
蘋
派
は
、
江
戸
中
期
、
中
国
清
の
画
家
・

沈
南
蘋
の
影
響
を
受
け
て
生
ま
れ
た
画
派
。
森
蘭
斎

（
現
在
の
妙
高
市
）
は
南
蘋
の
弟
子
に
師
事
。

▽
各
館
取
り
組
み
紹
介　

諸
橋
轍
次
記
念
館

表
紙　

森
蘭
斎
《
龍
虎
之
図
、
三
国
志
武
人
之
図

屛
風
》

 

７
号
（
４
年
３
月
）　

▽
映
画
上
映
「
明
け
行
く

空
」
（
日
本
映
画
初
の
女
性
脚
本
家
水
島
あ
や
め
脚

本
作
品
）
脚
本
風
に
再
現
。

▽
講
演
①
「
日
本
初
の
女
流
脚
本
家
・
少
女
小
説

作
家
水
島
あ
や
め
」。
水
島
（
南
魚
沼
市
）
の
社
会
的

地
位
と
昭
和
初
期
の
映
画
産
業
②
「
尾
竹
竹
坡
～
作

品
の
変
遷
」。
画
家
尾
竹
竹
坡
（
新
潟
市
）
の
少
年
時

代
か
ら
晩
年
ま
で
の
作
品
の
変
遷
や
特
色
。

▽
各
館
取
り
組
み
紹
介　

前
島
密
記
念
博
物
館

表
紙　

尾
竹
竹
坡
・
尾
竹
国
観
《
松
木
一
木
》
双
幅

 

８
号
（
５
年
３
月
）　

▽
講
演
①
「
宮
柊
二　

命

へ
の
ま
な
ざ
し
」
。
宮
柊
二
（
堀
之
内
）
は
戦
後
歌

壇
を
リ
ー
ド
し
た
歌
人
。
命
あ
る
も
の
す
べ
て
を
慈

し
み
尊
ん
だ
②
「
鷲
尾
雨
工
の
作
品
と
生
涯
」
。
雨

工
（
西
蒲
・
黒
鳥
＝
現
在
の
新
潟
市
）
は
経
済
的
に

は
困
窮
し
な
が
ら
も
文
学
の
道
を
諦
め
ず
、
「
吉
野

朝
太
平
記
」
で
県
人
初
の
直
木
賞
を
受
賞
し
た
。

▽
各
館
ア
ン
ケ
ー
ト
「
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
」。

令
和
４
年
度
ま
で
の
入
館
者
の
減
少
度
合
い
や
課

題
、
悩
み
。

表
紙　

教
育
者
増
村
朴
斎
筆
「
学
規
」
衝
立
（
上

越
市
）。
有
恒
学
舎
（
現
・
県
立
有
恒
高
校
）
を
創
設

し
た
朴
斎
（
板
倉
＝
現
上
越
市
）
が
説
い
た
「
人
の

道
の
あ
る
べ
き
姿
、
学
問
を
す
る
意
味
」。

 

９
号
（
６
年
３
月
）　

▽
鼎
談
①
「
ヒ
ッ
ト
曲
〈
千

の
風
に
な
っ
て
〉
誕
生
秘
話
」
。
曲
の
訳
詞
・
作
曲
者

で
２
０
２
１
年
に
亡
く
な
っ
た
新
井
満
（
新
潟
市
）

さ
ん
が
歌
に
託
し
た
も
の
を
懇
意
に
し
た
人
た
ち
が

読
み
解
く
②
「
戦
没
画
家
・
金
子
孝
信　

絵
に
託
し

た
想
い
」
。
ゆ
か
り
の
人
た
ち
が
都
会
的
セ
ン
ス
に

あ
ふ
れ
た
金
子
（
新
潟
市
）
の
絵
の
魅
力
を
語
る
。

▽
「
名
前
の
漢
字
」

表
紙　

諸
橋
轍
次
博
士
編
『
大
漢
和
辞
典
』
の
、

印
刷
の
た
め
の
紙
型
と
鉛
版
（
諸
橋
記
念
館
）。
鉛
活

字
を
組
み
、
そ
れ
を
も
と
に
紙
型
と
鉛
版
を
作
り
、

印
刷
し
た
。

10
号
と
な
る
の
を
機
に

「
に
い
が
た
文
化
」の
こ
れ
ま
で
を

主
な
内
容
で
振
り
返
っ
た
。

講
演
、・
対
談
、鼎
談
も
タ
イ
ト
ル
だ
け
と
し
た
。人
名
下
の（　

）は
出
身
地

◆６年度活動報告　企画展ほか� ２～３

・・アンケート�
「ポスター・チラシの制作・発送」� ３

◆「にいがた文化」１号～９号の歩み� ４

◆�６年度企画展記念講演会�
①〝超域〟 学者吉田東伍� ５～７

　②ふるさとにいがたの作家たち� ８

◆県内の文化人顕彰施設・団体の情報� 10～16

◆協賛企業・法人広告�
「文化力を発信します」� 10～15

◆その他
・・６年度法人パスポート会員・維持会員� 15

10 

号 

目 

次



5 第10号

歴
史
地
理
学
者
吉
田
東
伍

（
１
８
６
４
～
１
９
１
８
年
、
阿
賀
野

市
安
田
出
身
）
の
偉
業
を
学
ぶ
講
演

会
「“
超
域
学
者
”
吉
田
東
伍
の
仕
事　

そ
の
災
害
史
研
究
（
貞
観
地
震
・
津

波
論
文
）
か
ら
観
る
」
を
開
い
た
。

吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
の
前
館
長
渡

辺
史
生
さ
ん
は
東
伍
の
業
績
と
東
伍

が
現
代
の
わ
れ
わ
れ
に
問
い
か
け
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
た
。
東
伍

は
13
年
の
歳
月
を
か
け
一
人
で
項
目

数
４
万
を
超
す『
大
日
本
地
名
辞
書
』

を
著
し
、
そ
の
研
究
は
能
や
災
害
に

も
及
ん
だ
。
そ
し
て
地
誌
を
学
ぶ
こ

と
の
大
切
さ
を
説
い
た
。

×　
　
　

×

地
名
、能
楽
、倒
叙
日
本
史

渡
辺　

超
域
と
い
う
言
葉
は
広
辞
苑
に

は
載
っ
て
い
な
い
が
、
東
伍
の
項
で
は
経
歴

と
主
要
な
著
作
と
し
て
『
大
日
本
地
名
辞

書
』『
世
阿
弥
十
六
部
集
』『
倒
叙
日
本
史
』

の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
、『
大
日
本
地
名
辞

書
』
も
『
世
阿
弥
十
六
部
集
』
も
項
目
を
立

て
て
い
る
。
つ
ま
り
広
辞
苑
に
は
人
名
を
含

め
三
カ
所
に
東
伍
の
名
前
が
出
て
い
る
。
こ

う
い
う
人
物
は
私
の
知
る
限
り
ほ
か
に
な
い
。

『
世
阿
弥
十
六
部
集
』
は
能
の
秘
伝
書
、

能
楽
論
集
だ
。
東
伍
が
校
訂
し
刊
行
し
て

世
阿
弥
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。『
倒
叙

日
本
史
』
は
現
代
か
ら
書
き
だ
し
て
歴
史

を
昔
に
さ
か
の
ぼ
る
記
述
方
法
。
普
通
、

歴
史
の
本
は
原
始
古
代
か
ら
近
代
、
現
代

へ
と
通
史
的
に
書
く
。
東
伍
以
前
に
は
な

か
っ
た
や
り
方
で
、
今
の
立
ち
位
置
、
自

分
が
い
る
場
所
か
ら
歴
史
を
眺
め
て
い
く

と
い
う
東
伍
の
思
想
を
反
映
し
た
も
の
だ
。

３
・
11
と
貞
観
地
震

吉
田
東
伍
は
『
地
名
辞
書
』
の
編
さ

ん
過
程
で
、
平
安
時
代
の
８
６
９
年
に

東
北
地
方
を
襲
っ
た
大
地
震
・
津
波
に

つ
い
て
も
論
考
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ

の
論
考
が
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本

大
震
災
を
契
機
に
、
い
わ
ば
再
発
見
と

い
う
形
で
注
目
さ
れ
る
。

渡
辺　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
東
日

本
大
震
災
が
起
き
た
。
そ
の
と
き
「
千
年

に
一
度
の
地
震
だ
。
想
定
外
だ
」
と
み
ん

な
言
っ
た
。
実
際
、
１
１
０
０
年
以
上
前

の
平
安
時
代
、
同
じ
エ
リ
ア
で
同
じ
よ
う

な
規
模
の
地
震
が
起
き
て
い
る
。
貞じ

ょ
う
が
ん観
地

震
と
言
わ
れ
る
地
震
だ
。

東
伍
が
こ
の
地
震
の
こ
と
を
研
究
し
、

明
治
39
（
１
９
０
６
）
年
に
『
貞
観
十
一

年
陸
奥
府
城
の
震
動
洪
溢
』
と
い
う
論
文

を
発
表
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
分
か
っ

た
の
は
、
３
・
11
で
、
福
島
か
ら
新
潟
に

多
く
の
人
が
避
難
し
て
こ
ら
れ
た
と
き
、

阿
賀
野
市
の
避
難
所
に
届
け
ら
れ
た
新
聞

の
中
に
「
こ
の
地
震
は
貞
観
地
震
の
再
来
」

と
い
う
文
言
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

想
定
外
で
は
な
い

渡
辺　

そ
れ
を
見
て
確
か
東
伍
の
論
文

の
中
で
「
貞
観
」
と
い
う
文
字
が
あ
っ
た

は
ず
だ
と
、「
歴
史
地
理
」
と
い
う
雑
誌
の

復
刻
版
を
見
て
驚
い
た
。
明
治
39
年
12
月

に
『
貞
観
十
一
年
陸
奥
府
城
…
』
と
い
う

論
文
を
書
い
て
い
た
。
３
・
11
は
「
想
定

外
、
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
地
震
だ
」
と
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
似
た
よ
う
な
災
害
が

千
年
前
に
起
き
て
い
た
。

当
館
の
友
の
会
の
ブ
ロ
グ
に
解
説
を
つ

け
て
全
文
を
載
せ
た
ら
、
普
段
１
日
１
桁

の
ア
ク
セ
ス
が
３
桁
に
増
え
た
。「
吉
田
東

伍
と
い
う
の
が
貞
観
地
震
を
研
究
し
て
い

る
」
と
専
門
家
の
間
で
も
話
題
に
な
り
、

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

関
東
大
震
災
を
予
言
し
地
震
の
神
様
と

い
わ
れ
た
今
村
明
恒
と
い
う
人
も
貞
観
地

震
を
研
究
し
て
い
た
。
東
伍
が
こ
の
人
よ

り
も
前
に
研
究
し
て
い
て
、
東
伍
が
貞
観

地
震
研
究
の
先
駆
者
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
、
注
目
さ
れ
た
。

吉
田
東
伍
は
地
震
被
害
の
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
地
域
で
、
幾
つ
か
の
城
郭
に

注
目
し
、
そ
の
位
置
や
土
地
の
起
伏
、

河
川
水
系
を
調
べ
、
論
文
の
中
で
津
波

の
到
達
点
を
結
論
づ
け
て
い
る
。

渡
辺　

平
安
時
代
の
三
代
の
天
皇
の
事

績
を
記
し
た
書
物
『
三
代
実
録
』
と
い
う

の
が
あ
る
。
そ
の
清
和
天
皇
の
時
代
の
部

分
に
貞
観
地
震
の
記
載
「
陸
奥
に
地
震
が

あ
っ
て
城
の
と
こ
ろ
ま
で
水
が
迫
っ
た
」

歴
史
地
理
学
の
先
駆
者
・
吉
田
東
伍

分
野
を
超
え
た
知
の
巨
人

=

前
吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
館
長
・
渡
辺
史
生
さ
ん
語
る=

吉
田
東
伍　

旗
野
家
に
生
ま
れ
る
。
19
歳
小
学
校
教
員
検
定
合
格
、
20
歳
吉
田
家
へ
養
子

に
、
長
女
カ
ツ
ミ
と
結
婚
。
21
歳
兵
役
志
願
、
仙
台
へ
。
28
歳
読
売
新
聞
社
入
社
、
日
清
戦
争

に
従
軍
。
31
歳
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
起
稿
（
12
年
後
に
完
成
）
。
44
歳
世
阿
弥
伝
書
十
六

部
発
見
、
翌
年
刊
行
、
文
学
博
士
。
47
歳
早
大
教
授
。
歴
史
や
治
水
に
関
す
る
著
書
多
数
。

「〝超域学者″吉田東伍」講演会



6第10号

と
あ
っ
た
。
東
伍
は
「
城
の
と
こ
ろ
ま
で
」

は
「
津
波
が
多
賀
城
の
城
下
に
ま
で
達
し

た
」
と
い
う
こ
と
だ
と
、
初
め
て
論
証
し

た
。
宮
城
県
の
多
賀
城
市
だ
。
貞
観
地
震

の
痕
跡
が
多
数
あ
る
の
だ
と
言
い
、
平
野

部
に
は
津
波
の
痕
跡
が
あ
っ
た
と
推
測
し

て
い
る
。
既
に
こ
う
指
摘
さ
れ
て
い
る
の

に
、
な
ぜ
東
日
本
大
震
災
が
想
定
外
と
い

え
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

津
波
の
位
置
と
和
歌
の
歌
枕

吉
田
東
伍
は
ま
た
、
和
歌
に
詠
ま
れ

て
い
る
歌
枕
「
末
の
松
山
」
を
手
掛
か

り
に
貞
観
地
震
の
津
波
の
及
ん
だ
範
囲

を
推
測
す
る
。

渡
辺　

古
今
和
歌
集
の
「
君
を
お
き
て

あ
だ
し
こ
こ
ろ
を
わ
が
も
た
ば
末
の
松
山

3

3

3

3

な
み
も
こ
え
な
む
」。
私
が
あ
な
た
を
差
し

吉田東伍の研究対象は多岐にわたった

置
い
て
ほ
か
の
人
を
思
う
気
持
ち
を
持
っ

た
な
ら
波
が
末
の
松
山
を
越
え
て
し
ま
う
。

つ
ま
り
前
提
と
し
て
波
は
越
え
な
い
と
い

う
の
が
こ
の
歌
枕
の
持
っ
て
い
る
意
味
だ
。

次
に
百
人
一
首
。
清
少
納
言
の
父
・
清

原
元
輔
の
「
契
り
き
な
か
た
み
に
袖
を
し

ぼ
り
つ
つ
末
の
松
山

3

3

3

3

な
み
こ
さ
じ
と
は
」。

幾
度
も
涙
で
袖
を
絞
り
な
が
ら
約
束
し

た
。
あ
の
末
の
松
山
を
ど
ん
な
大
き
な
波

で
も
決
し
て
越
さ
な
い
の
と
同
様
、
二
人

の
仲
も
末
永
く
変
わ
ら
な
い
。「
末
の
松

山
」
は
そ
う
い
う
た
と
え
に
な
っ
た
。

「
末
の
松
山
」
は
多
賀
城
市
に
あ
り
、
島

の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災

で
も
波
は
こ
こ
を
越
え
な
か
っ
た
。
東
日

本
大
震
災
前
ま
で
は
こ
の
歌
枕
は
、
仙
台

藩
が
想
像
で
適
当
に
当
て
は
め
た
と
い
う

説
が
あ
っ
て
、
ど
こ
な
の
か
は
特
定
は
で

き
な
い
と
い
う
研
究
者
も
い
た
。
多
賀
城

市
史
に
も
そ
う
い
う
記
述
が
あ
る
。
単
に

風
光
明
媚
な
、
波
が
ざ
ぶ
ー
ん
と
か
か
り
、

松
の
木
が
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う

ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
ん
な
こ

と
は
な
い
。

　

東
伍
の
論
文
が
再
発
見
さ
れ
て
以
降
は
、

末
の
松
山
は
間
違
い
な
く
こ
の
多
賀
城
市

の
場
所
で
、
そ
れ
を
平
安
時
代
の
人
が
歌

に
し
た
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

仙
台
で
図
書
館
通
い

渡
辺　

な
ぜ
東
伍
が
こ
の
論
文
を
書
く

こ
と
が
で
き
た
の
か
。
東
伍
は
21
歳
の
と

き
、
志
願
兵
と
し
て
仙
台
に
行
っ
て
い
る
。

休
み
の
日
に
は
師
範
学
校
の
図
書
館
に
通

い
詰
め
た
。
そ
の
と
き
読
ん
だ
仙
台
周
辺

の
地
誌
「
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
」
に
歌
枕
の

こ
と
が
か
な
り
詳
し
く
書
い
て
あ
っ
た
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

大
震
災
後
、
宮
城
県
が
震
災
復
興
ポ
ス

タ
ー
を
作
っ
た
。
多
賀
城
の
末
の
松
山
で

撮
っ
た
写
真
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
波
越
さ

ぬ
丘
」
と
い
う
こ
と
で
、
防
災
の
大
事
な

場
所
だ
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
話
が
高
校

の
国
語
の
教
科
書
に
載
っ
た
。「
探
求
」
と

い
う
分
野
の
「
言
語
文
化
」
の
項
だ
。
そ

去
と
現
在
と
を
ど
う
結
び
付
け
る
か
。
…

文
学
に
は
昔
と
今
と
を
つ
な
ぐ
接
点
と
し

て
の
意
義
が
あ
る
〉
と
。
東
伍
の
論
文
の

公
開
か
ら
13
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
。
そ

の
成
果
が
、
末
の
松
山
の
話
が
教
科
書
に

載
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。

超
域
と
い
う
こ
と

吉
田
東
伍
の
研
究
姿
勢
は
現
代
の
地

震
研
究
者
に
影
響
を
与
え
た
。

渡
辺　

東
伍
は
意
識
せ
ず
、
論
文
に
百

人
一
首
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
土
地

の
歴
史
を
語
る
と
き
に
、
和
歌
を
使
っ
た
。

今
の
研
究
者
は
絶
対
そ
う
い
う
こ
と
は
し

な
い
だ
ろ
う
。

３
・
11
の
２
カ
月
後
に
開
か
れ
た
中
央

防
災
会
議
で
「
科
学
だ
け
で
は
な
く
地
形
、

過
去
の
町
の
で
き
方
、
歴
史
、
和
歌
な
ど

も
分
析
し
て
進
め
、
科
学
だ
け
に
頼
ら
な

い
調
査
研
究
が
必
要
だ
」
と
い
う
発
言
が

あ
っ
た
。
明
ら
か
に
東
伍
の
論
文
を
受
け

て
の
発
言
だ
。
東
伍
の
論
文
の
お
か
げ
で

そ
う
い
う
も
の
も
分
析
し
た
方
が
い
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
芽
生
え
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
地
震
の
研
究
や
津
波
の

研
究
・
分
析
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
理

系
の
専
門
家
が
や
っ
て
い
た
。
百
人
一
首

は
そ
の
研
究
家
が
研
究
す
れ
ば
い
い
、
私

は
地
震
の
研
究
を
や
り
ま
す
、
と
。
そ
れ

が
、
人
文
科
学
の
研
究
成
果
も
必
要
だ
と

い
う
ふ
う
に
流
れ
が
変
わ
っ
て
き
た
。

そ
の
領
域
を
超
え
る
と
い
う
の
が
超
域

こ
に
例
の
百
人
一
首
の
和
歌
が
出
て
い

る
。〈
千
年
も
の
昔
に
詠
ま
れ
た
和
歌
が
過

東伍の地震研究関連の展示
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渡
辺　

明
治
43
年
、関
東
一
帯
を
大
水
害

が
襲
っ
た
。
利
根
川
大
洪
水
だ
。
大
き
な
被

害
が
出
た
。
東
伍
は
そ
の
４
、５
年
前
か
ら

利
根
川
の
流
路
の
変
遷
や
、ど
ん
な
治
水
対

策
が
と
ら
れ
た
か
な
ど
を
研
究
し
て
い
た
。

そ
れ
を
も
と
に
東
京
神
田
で
講
演
し
た
。

「
人
間
と
い
う
の
は
水
と
と
も
に
生
活
し
て

水
と
と
も
に
戦
う
。
そ
れ
が
人
間
本
来　

の
性
質
だ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

て
い
る
。
群
馬
で
の
講
演
で
は
「
郷
土
の

地
理
、
郷
土
の
歴
史
と
い
う
の
は
と
り
も

な
お
さ
ず
、
郷
土
の
未
来
に
向
か
っ
て
そ

だ
。
そ
れ
は
ま
さ
に
地
誌
の
世
界
「
あ
る

地
域
の
自
然
・
文
化
な
ど
の
地
理
的
現
象

を
記
述
し
て
そ
の
地
域
の
特
色
を
示
し
た

も
の
」
だ
。
論
文
に
百
人
一
首
を
取
り
上

げ
た
の
は
、
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
だ
。

川
を
知
り
、土
地
の
歴
史
を
学
ぶ

吉
田
東
伍
は
関
東
平
野
を
流
れ
る
利

根
川
に
つ
い
て
も
研
究
し
、
新
潟
の
加

治
川
に
関
し
て
講
演
を
し
て
い
る
。「
水

害
を
防
ぐ
に
は
川
の
こ
と
を
詳
ら
か
に

せ
よ
」
と
。

森
羅
万
象
を
扱
う
、そ
れ
が
地
誌

渡
辺　
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
の
序
文
で
東
伍
は
「
本
書
は
地
誌
で

あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
地
誌
と
は
「
あ
る
地
域
の
自
然
・
文
化
な

ど
の
地
理
的
現
象
を
記
述
し
て
そ
の
地
域
の
特
色
を
示
し
た
も
の
」

と
あ
る
。
そ
の
地
域
の
人
文
科
学
の
成
果
、
自
然
科
学
の
成
果
そ
れ

を
総
合
し
た
も
の
が
地
誌
だ
と
。

今
で
言
う
と
、
こ
れ
は
経
済
だ
、
政
治
だ
、
こ
れ
は
地
学
だ
、
植

物
だ
、
動
物
だ
と
、
い
ろ
ん
な
区
分
が
あ
る
が
、
地
誌
は
そ
れ
ら
を

総
ぐ
る
み
に
し
て
記
述
し
た
も
の
で
、
極
端
に
い
う
と
森
羅
万
象
全

部
扱
う
分
野
と
い
う
こ
と
。
し
か
も
、
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
と
い
う
狭

い
範
囲
の
郷
土
史
で
は
な
く
、
東
伍
は
日
本
全
土
を
統
合
し
た
地
誌

を
作
っ
た
。
そ
れ
ま
で
に
な
い
地
名
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
だ
。

私
が
大
阪
に
旅
行
し
よ
う
と
し
て
大
阪

の
こ
と
を
調
べ
る
に
は
、
今
で
あ
れ
ば
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
は

専
門
の
書
物
を
読
む
か
人
に
尋
ね
る
し
か

な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
東
伍
は
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
づ
く
り
の
先
駆
者
だ
。

漢
字
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
も
言

う
べ
き
大
漢
和
辞
典
を
作
っ
た
人

物
が
諸
橋
轍
次
博
士
。
越
後
人
は

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
づ
く
り
の
先
駆
者

を
二
人
も
出
し
て
い
る
。
誇
っ
て

い
い
。

郷
土
史
研
究
の
素
材
提
供

渡
辺　
『
地
名
辞
書
』
が
刊
行
さ

れ
た
当
時
、
記
述
内
容
に
対
し
て

異
論
、
反
論
が
相
次
ぎ
、
悪
い
評

判
が
立
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
す
ご
い
仕
事
を
し
た
と
い
う
評
価
が
多
か
っ

た
の
だ
が
、
出
版
社
に
苦
情
が
来
た
そ
う
だ
。

結
果
的
に
は
単
な
る
地
名
検
索
辞
典
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
の
郷

土
史
研
究
の
素
材
を
示
し
た
と
い
う
か
、
と
ば
口
、
出
発
点
の
役
割

を
果
た
し
た
。
評
判
を
聞
い
て
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
所
は
ど
う
書

い
て
あ
る
の
だ
ろ
う
」
と
全
国
の
人
が
読
み
だ
し
、
そ
の
土
地
の
こ

と
を
調
べ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

の
応
用
を
待
つ
こ
と
だ
」
と
述
べ
た
。
何

の
た
め
に
歴
史
を
研
究
す
る
の
か
。
未
来

の
た
め
だ
と
い
う
こ
と
。
こ
の
こ
と
を
う

ち
の
館
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

研
究
と
講
演
内
容
を
ま
と
め
た
『
利
根

治
水
論
考
』
は
、
東
伍
の
歴
史
地
理
学
の

中
で
主
著
に
近
い
大
論
文
だ
。

　

加
治
川
に
つ
い
て
は
大
正
８

（
１
９
１
９
）
年
、
新
発
田
で
講
演
し
、
地

誌
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
土
地
の
変

遷
を
調
べ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
。
土
地
の

変
遷
と
い
っ
て
も
人
間
の
生
活
が
そ
の
上

で
営
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
人
間
の
歴
史
を

調
べ
る
べ
き
だ
と
。

そ
し
て
「
川
の
性
質
由
来
を
つ
ま
び
ら

に
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
こ
と
を
よ
く
研
究

し
て
お
か
な
い
と
、
ひ
と
た
び
災
害
が
起

き
れ
ば
、
救
済
を
誤
る
こ
と
が
あ
る
」
と

し
、「
こ
れ
は
あ
た
か
も
病
の
人
体
に
お
け

る
が
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
人
体
生
理
を

つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
と
疾
患
を
治
す
こ

と
は
で
き
な
い
」。
水
害
を
永
遠
に
防
ご
う

と
す
る
に
も
「
す
べ
か
ら
く
河
川
の
性
質

を
、
概
要
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
て
こ
れ
を

愛
護
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」
と
。

日
本
史
の
教
科
書
に
載
る

最
後
に
渡
辺
さ
ん
は
、
東
伍
を
取
り

上
げ
た
日
本
史
の
教
科
書
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
、
そ
の
「
は
し
が
き
」
を
読

み
上
げ
た
。〈
吉
田
東
伍
を
歴
史
研
究
に

駆
り
立
て
た
の
は
何
か
。
…
近
代
化
の

中
で
置
き
去
り
に
さ
れ
た
人
々
を
見
つ

め
直
そ
う
と
し
て
、
地
域
に
ど
の
よ
う

な
暮
ら
し
が
あ
っ
た
か
、
そ
の
答
え
を

見
つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

…
英
雄
の
活
躍
で
は
な
く
記
録
に
残
ら

な
い
人
た
ち
の
、
生
き
た
証
し
を
探
し
、

喜
怒
哀
楽
に
思
い
を
馳
せ
る
。
そ
れ
が

歴
史
に
向
き
合
う
大
事
な
姿
勢
だ
と
東

伍
の
研
究
に
学
ぶ
べ
き
だ
〉。
渡
辺
さ
ん

は
「
東
伍
の
研
究
は
以
上
で
言
い
尽
く

さ
れ
て
い
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

（
６
年
10
月
９
日
、
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
）

東伍の著した『大日本地名辞書』

講
演
す
る
渡
辺
史
生
さ
ん
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横
山
さ
ん
は
「
ふ
る
さ
と
の
作
家
た

ち
」
と
題
し
、
新
潟
日
報
社
に
残
る
原

画
（
原
画
の
な
い
作
品
は
紙
面
コ
ピ
ー
）

を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
な
が
ら
、
作
家

と
作
品
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
。
そ
れ
ら
が
掲
載
さ
れ
た
昭
和
30
年

代
、
40
年
代
当
時
の
新
潟
の
文
化
風
土

を
語
っ
た
。（
敬
称
略
）

　

横
山　

新
潟
日
報
社
に
は
昭
和
30
年

代
、
40
年
代
、
紙
面
を
飾
っ
た
有
名
な
作

家
の
作
品
が
数
十
点
あ
る
。

そ
の
人
た
ち
は
後
に
文
化
勲
章
を
も

ら
っ
た
り
、
文
化
功
労
者
や
日
本
芸
術
院

会
員
に
な
っ
た
り
し
た
。
文
化
的
環
境
が

豊
か
だ
っ
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
昭
和
20

年
か
ら
30
年
に
か
け
て
日
本
は
復
興
し
て

き
た
。
朝
鮮
戦
争
（
１
９
５
０
～
５
３
）

の
特
需
も
あ
り
、
高
度
成
長
に
入
る
。
そ

の
中
で
日
本
が
豊
か
に
な
っ
て
き
た
と
き

に
、
そ
れ
を
支
え
て
い
た
の
が
文
化
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。

県
展
が
果
た
し
た
役
割

県
展
が
昭
和
昭
和
20
年
か
ら
始
ま
っ

た
。
著
名
な
作
家
が
審
査
員
を
務
め
た
。

氏
名
の
後
の
カ
ッ
コ
内
は
審
査
年
＝
平

成
以
外
は
昭
和
。《　

》
は
作
品
名
。

横
山　

岩
田
正
巳
（
21
年
～
23
年
、
25

年
）
は
大
正
か
ら
昭
和
時
代
、
松
岡
映
久

に
師
事
し
た
。
や
ま
と
絵
を
描
い
て
い
た
。

ま
じ
め
な
人
で
、
一
つ
の
絵
を
何
度
も
見

直
し
、
時
間
か
け
て
描
い
た
。《
雪
を
き

く
》
に
、
詩
人
村
野
四
郎
の
文
章
。
新
潟

の
雪
を
テ
ー
マ
に
頼
ん
だ
の
だ
と
思
う
。

小
野
末
（
48
年
）
は
一
水
会
に
属
し
た

洋
画
家
。
小
野
は
安
井
曾
太
郎
の
子
供
の

家
庭
教
師
を
し
て
一
緒
に
住
ん
で
描
い
て

い
た
。
安
井
の
死
後
、
安
井
賞
展
と
い
う

の
が
で
き
て
そ
の
審
査
員
を
や
っ
た
。

富
岡
惣
一
郎
（
平
成
４
年
）
は
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
の
技
法
で
下
塗
り
を
つ
く
り
、

そ
の
上
に
黒
い
絵
の
具
を
塗
る
。
そ
こ
へ

独
自
に
作
っ
た
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
を

塗
っ
て
、
ひ
っ
か
く
と
い
う
技
法
。
描
い

て
い
る
と
き
は
大
丈
夫
で
も
時
間
が
た
つ

と
割
れ
る
。
絵
の
具
の
改
良
を
し
た
。《
越

後
山
脈
》
は
描
き
削
っ
た
よ
う
な
形
だ
。

大
矢
紀
（
平
成
12
年
）
は
院
展
同
人
と

し
て
現
在
も
活
躍
し
て
い
る
。
令
和
５
年

度
の
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
た
。

県
展
審
査
員
は
、
戦
時
中
新
潟
に
疎

開
し
て
い
た
著
名
な
作
家
に
依
頼
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。

横
山　

竹
谷
富
士
雄（
20
年
～
24
年
と
、

52
年
）
は
中
蒲
原
出
身
。
竹
谷
も
疎
開
し

て
い
た
。
大
き
な
作
品
が
残
っ
て
い
る
。

小
杉
放
菴
（
20
年
）
は
栃
木
生
ま
れ
。
新

潟
の
人
は
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
赤
倉
に

疎
開
し
て
別
荘
を
持
っ
て
い
た
。
郷
倉
千

靭
（
20
年
、
27
年
）
は
富
山
県
人
で
、
郷

倉
も
赤
倉
に
別
荘
が
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
橋
本
明
治
（
42
年
）
田
崎

廣
助
（
39
年
）
東
山
魁
夷
（
34
年
）。
森

田
曠
平
（
51
年
）
東
郷
青
児
（
43
年
）

加
山
又
造
（
39
年
）
の
名
前
が
挙
が
っ

た
。
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
だ
。

横
山　

審
査
員
を
や
っ
て
日
報
に
絵
を

描
い
て
く
れ
た
人
、
紙
面
に
絵
を
お
願
い

し
て
そ
の
後
、
審
査
員
を
引
き
受
け
た
人
。

県
展
と
リ
ン
ク
し
て
新
潟
の
文
化
が
形
作

ら
れ
根
付
い
て
今
日
ま
で
き
た
。
そ
の
役

割
を
新
潟
日
報
が
果
た
し
た
。

ら
い
も
ら
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
作
家
だ
。

画
家
は
、
制
作
年
月
日
、
ど
こ
の
画
商

に
い
く
ら
で
売
っ
た
と
い
う
手
控
え
帳
と

い
う
の
を
持
っ
て
い
る
。
操
の
《
弥
彦
山
》

（
42
年
）は
新
潟
日
報
が
発
注
し
て
描
い
て

も
ら
っ
た
。

49
年
に
新
潟
県
美
術
博
物
館
（
県
立
近

代
美
術
館
の
前
身
）
が
操
の
遺
作
展
を
開

い
た
。
そ
の
時
、
博
物
館
で
は
作
品
を
購
入

で
き
ず
、
個
人
が
買
っ
た
。
後
に
、
そ
の
人

紙
面
を
彩
る
作
家
た
ち

審
査
員
以
外
に
も
多
く
の
作
家
が
紙

面
に
登
場
し
て
い
る
。（　

）
は
掲
載
年

＝
昭
和
。《　

》
は
作
品
名
。

横
山　

戦
後
、
昭
和
25
年
に
シ
ベ
リ
ア

抑
留
か
ら
復
員
し
て
後
、
活
躍
し
た
画
家

が
横
山
操
だ
。
53
歳
で
亡
く
な
り
、
活
躍

時
期
が
短
か
っ
た
が
素
晴
ら
し
い
作
品
を
残

し
た
。
も
っ
と
生
き
て
い
れ
ば
文
化
勲
章
く

紙面を彩った画家と作品
豊かな文化が根付く

新潟日報が大きな役割
－美術評論家・横山秀樹さん講演－

絵を映しながら講演する横山秀樹さん
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の
が
多
い
。
そ
の
よ
う
に
頼
ん
だ
よ
う
だ
。

伊
東
深
水
は
、
新
潟
に
招
い
て
描
い
て
も

ら
っ
た
。
そ
れ
が
芸
妓
を
描
い
た
《
新
粧
》

（
41
年
）。
詩
人
深
尾
須
磨
子
が
書
い
た
詩

「
お
の
ず
か
ら
の
美
」
が
添
え
て
あ
る
。

横
山
さ
ん
は
、
新
潟
日
報
が
、
当
時

す
で
に
著
名
な
作
家
に
作
品
を
依
頼
し

て
い
た
こ
と
に
驚
く
。
そ
の
一
つ
が
夕

刊
の
週
１
連
載
「
夕
閑
帖
」
だ
。
武
者

小
路
実
篤
が
文
章
と
カ
ッ
ト
を
描
い
て

い
る
。

　

横
山　

実
篤
は
小
説
家
で
詩
人
で
画
家

で
も
あ
る
。
１
年
間
書
い
て
も
ら
っ
て
い

る
。
今
の
中
央
紙
で
も
で
き
な
い
こ
と
で

井
さ
ん
の
性
格
で
、
几
帳
面
で
非
常
に
完

成
度
が
高
い
絵
だ
。

風
土
性
と
い
う
こ
と

横
山　

小
島
丹
漾
は
新
潟
市
の
シ
モ
の

出
身
。
三
越
の
意
匠
部
で
図
案
を
描
い
て

い
た
。
風
土
性
の
強
い
絵
を
描
い
た
。《
越

後
新
雪
・
越
後
湯
沢
に
て
》（
48
年
）

酒
井
三
良
と
い
う
福
島
出
身
の
作
家
が

い
た
。
小
島
と
と
も
に
風
土
性
の
豊
か
な

絵
を
描
い
た
。
こ
の
人
た
ち
が
生
き
て
い

る
と
き
に
そ
う
い
う
作
品
が
院
展
に
入
っ

て
い
た
。

と
こ
ろ
が
《
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
》
で
知
ら

れ
る
平
山
郁
夫
氏
が
理
事
長
に
な
っ
た
ら

仏
教
絡
み
の
作
品
が
入
選
す
る
よ
う
に
な

り
、
風
土
性
や
土
着
性
豊
か
に
描
か
れ
た

作
品
が
入
ら
な
く
な
っ
た
。
丹
漾
が
長
生

き
し
て
い
れ
ば
違
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。い

ま
《
河
口
暮
色
》
の
よ
う
な
風
景
は

見
ら
れ
な
い
。《
凍
》
は
駅
で
汽
車
を
待
つ

人
々
。
角
巻
を
し
て
い
る
。
丹
漾
は
郷
土

色
豊
か
な
絵
を
描
い
て
い
た
。

三
輪
晁
勢
の
《
ト
キ
》（
52
年
）
は
新
潟

日
報
の
《
ふ
る
さ
と
を
描
く
》
シ
リ
ー
ズ

の
１
枚
。《
木
屋
町
の
家
》
は
京
都
の
木
屋

町
。
直
線
で
構
成
し
た
非
常
に
斬
新
な
絵

だ
。
日
展
で
は
こ
う
い
う
絵
を
描
く
人
が

い
な
か
っ
た
。

（
６
年
６
月
30
日
、
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
・

ナ
レ
ッ
ジ
ル
ー
ム
）

物
が
亡
く
な
る
と
親
族
が
作
品
を
手
放
し

た
。
そ
の
と
き
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

操
は
永
井
龍
男
の
新
聞
小
説
「
石
版
東

京
図
絵
」（
昭
和
42
年
、
毎
日
新
聞
）
の
挿

絵
や
芥
川
龍
之
介
の
全
集
の
口
絵
も
描
い

て
い
る
。
操
自
身
（
挿
絵
を
描
く
こ
と
に
）

こ
だ
わ
り
が
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

野
生
の
ト
キ
を
題
材
に
し
た
吉
岡
堅
二

の
《
朱
鷺
》（
38
年
）
に
は
宮
柊
二
の
長
歌

「
朱
鷺
幻
想
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

ほ
か
に
、
母
親
が
佐
渡
出
身
の
山
下

清
、
木
下
孝
則
、
堀
文
子
、
林
武
、
影

絵
作
家
の
藤
城
清
治
、
海
老
原
喜
之

助
、
奥
村
土
牛
、
棟
方
志
功
の
作
品
が

紙
面
に
載
っ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

た
。

横
山　

中
央
の
作
家
の
作
品
（
絵
、
詩

や
エ
ッ
セ
ー
）
は
、
新
潟
の
こ
と
書
い
た
も

は
な
い
の
か
。
仏
文
学
者
渡
辺
一
夫
が
文

章
を
書
い
て
大
御
所
福
澤
一
郎
の
カ
ッ

ト
。
高
見
順
が
書
い
て
カ
ッ
ト
は
院
展
同

人
の
片
岡
球
子
。

明
治
時
代
と
違
い
絵
の
方
が
高
く
売
れ

る
時
代
に
カ
ッ
ト
を
描
い
て
く
れ
た
。
頼

み
に
行
っ
て
描
い
て
も
ら
う
の
は
大
変

だ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。

　

新
潟
の
作
家
も
カ
ッ
ト
を
描
い
て
い
る
。

昭
和
52
年
の
連
載
「
わ
が
新
潟
へ
の
賀
状
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
ラ
マ
「
虎
に
翼
」
の
モ
デ
ル

三
淵
嘉
子
さ
ん
も
寄
稿
）
に
関
屋
俊
彦
の

絵
が
あ
る
。

長
井
亮
之
も
描
い
て
い
る
。《
花
》
は
長

「ふるさとの作家たち」講演会

エッセーなどには挿絵が
付きものだ。横山さんは挿
絵を描くことも作家の勉強
になると力説。

横山　ジャンルでいうと挿
絵は版画。版画というと、浮
世絵までさかのぼる。浮世草
子とか草双紙があるが、ああ
いうものについている版画も
挿絵に分類していいだろう。

日本で新聞や雑誌で挿絵が
使われたのは明治時代から。
明治７(1874)年、絵入り新聞
社が発行した東京ひらがな絵
入り新聞、そこに添えられた
絵が始まりだといわれている。
明治時代の新聞は、写真を使
うより挿絵の方が安くあがっ
たみたいだ。新聞社にはお抱
えの画家がいて挿絵的なもの、
いろんなものを描いていた。

＝挿絵で作家が育つ＝

横山　画家が絵を描いて
すぐに売れることはまずな
い。いろいろな作家が、新
聞小説にカットとして挿絵
を描いて、毎日の糧を得てい
た。挿絵を使ってもらうこと
によって、画家が育っていっ
たといっても過言ではない。

今の作家は、挿絵を、自
分が描いている絵より下の
次元だと考え、自分はちゃ
んとした画家だという方も
いるが、挿絵をやることに
よっていろんな勉強もでき
るという面がある。

有名な作家では鏑木清方。
ものすごく挿絵を描いてい
る。そういうレベルの人た
ちも挿絵をやることによっ
て育ってきた。

新聞に重宝された挿絵
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に
い
が
た
の
誇
り「
文
化
力
」

佐
渡
博
物
館佐

渡
市
八
幡
２
０
４
１ 

０
２
５
９（
５
２
）２
４
４
７

佐
渡
の
自
然
・
歴
史
・
芸
能
な
ど
の
資
料
を

展
示
す
る
総
合
博
物
館
で
す
。
常
設
展
示
室
の

ほ
か
に
も
中
庭
で
は
佐
渡
島
内
の
岩
石
か
ら
な

る
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

館
名
／
団
体
名

顕
彰
し
て
い
る
新
潟
ゆ
か
り
の
文
化
人

住　
　

所 

電
話
番
号

Ｐ
Ｒ
情
報

PASS

佐
渡
歴
史
伝
説
館

佐
々
木
象
堂

佐
渡
市
真
野
６
５
５ 

０
２
５
９（
５
５
）２
５
２
５

佐
渡
の
人
間
国
宝
・
佐
々
木
象
堂
の
足
跡
を

た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
数
々
の
挫
折
を
乗

り
越
え
た
彼
の
精
巧
な
作
品
は
、
訪
れ
る
人
々

に
深
い
感
動
を
与
え
ま
す
。
象
堂
の
情
熱
と
技

術
が
息
づ
く
芸
術
の
世
界
に
触
れ
、
心
に
残
る

ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

巻
菱
湖
記
念
時
代
館

巻
菱
湖
／
館
柳
湾
／
亀
田
鵬
斎
な
ど

新
潟
市
東
区
河
渡
庚
２
９
６‒

３
３ 

０
８
０（
４
１
５
９
）２
５
８
１

空
海
御
生
誕
１
２
５
０
年
企
画
「
空
海
の
庫

を
開
く
」
と
題
し
、
文
字
文
化
遺
産
を
ウ
ェ
ブ
・

書
籍
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
企
画
を
進
め
て
い

ま
す
。
時
を
超
え
て
現
存
す
る
墨
宝
は
各
々
存

在
意
義
が
あ
り
、
過
去
か
ら
現
代
、
現
代
か
ら

未
来
へ
文
化
遺
産
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

PASS「
安
吾
　
風
の
館
」事
業
室

坂
口
安
吾

新
潟
市
中
央
区
西
堀
前
通
六
番
町
８
９
４‒

１ 

西
堀
六
番
館
ビ
ル
５
階 

０
２
５（
２
２
２
）３
０
６
２

新
潟
市
出
身
の
作
家
、
坂
口
安
吾
を
顕
彰
す

る
た
め
、
遺
品
・
所
蔵
資
料
を
活
用
し
た
展
示

や
安
吾
作
品
の
解
説
、
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
坂
口
安
吾
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
に
て
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

佐
渡
、
下
越
（
新
潟
市
含
む
）、
中
越
、
上

越
の
市
町
村
別（
新
潟
市
は
行
政
区
ご
と
）に
、

50
音
順
に
掲
載
。
開
館
日
、
開
館
時
間
な
ど

詳
細
は
各
施
設
・
団
体
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

各
館
の
情
報
は
、
に
い
が
た
文
化
の
記
憶
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

新
潟
県
内
の

文
化
人
顕
彰
施
設
・
団
体
か
ら
の

Ｐ
Ｒ
情
報

…
こ
の
館
で「
新
潟
文
化
の
記
憶
館
パ
ス
ポ
ー
ト
」

を
ご
提
示
い
た
だ
く
と
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、こ
の
館
の「
半
券
」を
当
館
で
ご
提
示
い
た

だ
く
と
入
館
料
を
団
体
料
金
に
割
り
引
き
し
ま
す
。

PASS1 00

234
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発
信
し
ま
す 

伝
え
ま
す

安
吾
の
会

坂
口
安
吾新

潟
市
中
央
区
八
千
代
２‒

１‒

１ 
新
潟
市
民
映
画
館
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
内 

０
２
５（
２
４
３
）５
５
３
０

１
９
８
７
年
10
月
20
日
発
足
。
会
報
「
安
吾

雑
報
」、
研
究
誌
「
安
吾
探
索
ノ
ー
ト
」
発
行
。

「
新
潟
安
吾
忌
」
を
主
催
す
る
ほ
か
、
読
書
会

や
街
歩
き
を
実
施
。「
安
吾
生
誕
祭
」
企
画
・

運
営
。
読
書
会
、
定
例
会
の
日
時
・
会
場
は
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

敦
井
美
術
館

敦
井
榮
吉新

潟
市
中
央
区
東
大
通
１‒

２‒

２
３ 

北
陸
ビ
ル 

０
２
５（
２
４
７
）３
３
１
１

近
・
現
代
の
日
本
画
・
陶
芸
を
中
心
に
、
洋

画
や
彫
刻
・
木
漆
工
芸
な
ど
幅
広
い
所
蔵
品
に

よ
る
企
画
展
を
年
４
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
は
「
彫
刻
と
金
工
展
」「
栗
木

達
介
と
現
代
陶
芸
展
」「
秋
の
絵
画
工
芸
展
」

な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

秋
艸
会（
し
ゅ
う
そ
う
か
い
）

會
津
八
一

新
潟
市
中
央
区
万
代
３‒

１‒

１ 

メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
５
階
會
津
八
一
記
念
館
内 

０
２
５（
２
８
２
）７
６
１
２

秋
艸
道
人
・
會
津
八
一
を
顕
彰
し
文
芸
に
触

れ
る
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
友
の
会
で
す
。

会
報
「
秋
艸
」
を
年
２
回
発
行
。
記
念
館
の
企

画
展
等
を
紹
介
し
八
一
に
関
す
る
投
稿
掲
載
な

ど
全
国
の
会
員
を
繋
い
で
い
ま
す
。
命
日
（
11

月
21
日
）
に
は
「
秋
艸
道
人
忌
」
を
主
催
。

新
潟
県
立
図
書
館

全
般

新
潟
市
中
央
区
女
池
南
３‒

１‒

２ 

０
２
５（
２
８
４
）６
０
０
１

１
９
１
５
年
の
創
立
か
ら
収
集
し
て
き
た
蔵

書
96
万
冊
の
う
ち
、
約
14
万
冊
が
新
潟
県
人
関

係
資
料
を
含
む
郷
土
資
料
で
す
。
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
越
後
佐
渡
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
貴
重
な
郷
土
資
料
を
画

像
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

全
国
良
寛
会

良
寛

新
潟
市
中
央
区
南
浜
通
２ 

北
方
文
化
博
物
館
新
潟
分
館
内 

０
２
５（
２
２
２
）２
２
６
２

「
裏
を
見
せ
表
を
見
せ
て
散
る
紅
葉
」
ー
良

寛
は
こ
ん
な
句
を
残
し
ま
し
た
。
手
に
し
た
理

想
の
時
間
を
楽
し
む
歌
が
あ
り
ま
す
。「
こ
の

里
に
手
ま
り
つ
き
つ
つ
子
供
ら
と
遊
ぶ
春
日
は

く
れ
ず
と
も
よ
し
」。
人
生
の
伴
侶
に
、
良
寛

は
い
か
が
で
す
か
。

新
潟
市 

會
津
八
一
記
念
館

會
津
八
一

新
潟
市
中
央
区
万
代
３‒

１‒

１ 

メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
５
階 

０
２
５（
２
８
２
）７
６
１
２

１
９
７
５
年
に
地
元
企
業
や
一
般
市
民
の
浄

財
を
も
と
に
建
設
さ
れ
た
會
津
八
一
記
念
館
は
、

移
転
を
経
て
今
年
で
開
館
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

八
一
の
研
究
者
や
八
一
が
“
酷
愛
”
し
た
奈
良

の
有
名
寺
院
か
ら
講
師
を
招
く
連
続
講
演
会
を

中
心
に
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。

新
潟
大
学
旭
町
学
術
資
料
展
示
館

中
田
瑞
穂
ほ
か

新
潟
市
中
央
区
旭
町
通
２
番
町
７
４
６ 

０
２
５（
２
２
７
）２
２
６
０

第
３
代
（
現
）
萬
代
橋
と
同
じ
１
９
２
９
（
昭

４
）
年
竣
工
の
国
登
録
有
形
文
化
財
。
新
潟
大

学
が
学
術
研
究
を
通
し
て
収
集
・
蓄
積
し
た
考

古
資
料
・
標
本
類
・
実
験
機
器
な
ど
を
常
設
展

示
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
分
野
の
企
画
展
も

開
催
し
て
い
ま
す
。（
日
・
月
休
館
）

新
潟
市
歴
史
博
物
館（
み
な
と
ぴ
あ
）

全
般

新
潟
市
中
央
区
柳
島
町
２‒

１
０ 

０
２
５（
２
２
５
）６
１
１
１

令
和
７
年
度
春
季
企
画
展
は
「
に
い
が
た　

て

し
ご
と
・
も
の
づ
く
り
」
展
（
４
／
12
～
６
／
８
）

を
開
催
し
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
歴
史
・

文
化
を
育
ん
で
き
た
新
潟
の
「
て
し
ご
と
」
や
「
も

の
づ
く
り
」
と
く
ら
し
と
の
関
わ
り
か
ら
、
地
域

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
ま
す
。

PASS
新
潟
市
立
中
央
図
書
館（
ほ
ん
ぽ
ー
と
）

會
津
八
一
／
坂
口
安
吾
／
中
田
み
づ
ほ
／ 

吉
屋
信
子
／
鷲
尾
雨
工
な
ど

新
潟
市
中
央
区
明
石
２‒

１‒

１
０ 

０
２
５（
２
４
６
）７
７
０
０

顕
彰
人
物
で
あ
る
５
人
を
中
心
に
、
新
潟
市

ゆ
か
り
の
文
人
に
つ
い
て
の
関
連
資
料
を
収
集

し
て
い
ま
す
。
２
階
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
で

は
、
新
潟
市
ゆ
か
り
の
文
人
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

出
版
当
時
の
貴
重
な
資
料
を
含
め
た
企
画
展
を

年
数
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
潟
良
寛
会

良
寛

新
潟
市
中
央
区
古
町
通
４ 

考
古
堂
ビ
ル
内 

０
２
５（
２
２
９
）４
０
５
８

毎
年
４
月
に
総
会
と
記
念
講
演
会
、
良
寛
・

貞
心
尼
法
要
。
秋
に
研
修
旅
行
、
良
寛
講
座
３

回
。
良
寛
碑
・
像
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

良
寛
の
慈
愛
の
心
を
広
め
る
活
動
。
会
員
募
集

（
会
費
・
年
２
千
円
）。
行
事
に
は
会
員
以
外
の

参
加
も
歓
迎
。

北
方
文
化
博
物
館

伊
藤
家
ゆ
か
り
の
人
物
／
そ
の
他

新
潟
市
江
南
区
沢
海
２‒

１
５‒

２
５ 

０
２
５（
３
８
５
）２
０
０
１

越
後
随
一
の
大
地
主
、
伊
藤
家
の
遺
構
を
博
物

館
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
１
８
８
２
年
か
ら

８
年
を
か
け
て
建
設
さ
れ
た
大
邸
宅
、
大
広
間
か

ら
眺
め
る
池
泉
回
遊
式
庭
園
な
ど
、
新
潟
の
四
季

と
と
も
に
地
域
や
地
主
の
歴
史
、
所
蔵
美
術
品
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
高
僧
・
雪
村
友

梅
の
書
軸
「
梅
花
詩
」（
重
要
文
化
財
）
を
所
蔵
。

PASS
吉
田
千
秋
・
ち
あ
き
の
会（
吉
田
文
庫
内
）

吉
田
千
秋

新
潟
市
秋
葉
区
大
鹿
６
２
４ 

０
２
５
０（
２
３
）７
０
７
０

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
原
曲
作
曲
者
「
吉
田

千
秋
（
吉
田
東
伍
の
次
男
）」
の
周
知
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
で
の
学
び
の
お
手

伝
い
や
コ
ミ
協
イ
ベ
ン
ト
へ
の
情
報
提
供
で
す
。

千
秋
生
家
は
非
公
開
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

5

8

6

9

7

10

13
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12第10号

新
潟
市
曽
我
・
平
澤
記
念
館

曽
我
量
深
／
平
澤
興

新
潟
市
南
区
味
方
２
１
３‒

１ 

０
２
５（
３
７
３
）６
６
０
０

記
念
館
で
は
、
旧
味
方
村
名
誉
村
民
「
曽
我

量
深（
第
17
代
大
谷
大
学
学
長
）」、「
平
澤
興（
第

16
代
京
都
大
学
総
長
）」
お
ふ
た
り
の
愛
用
品

や
出
版
物
他
、
功
績
を
讃
え
る
遺
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

遠
藤
実
記
念
館 

実
唱
館

遠
藤
実新

潟
市
西
蒲
区
越
前
浜
６
９
１
３‒

１ 

０
２
５
６（
７
７
）２
７
７
７

「
昭
和
歌
謡
の
聖
地
」
と
し
て
、
作
曲
家
・

遠
藤
実
が
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
新
潟
に
、
そ

の
足
跡
を
残
し
た
音
楽
の
館
。
今
も
な
お
、
色

褪
せ
る
こ
と
の
な
い
「
遠
藤
実
メ
ロ
デ
ィ
ー
」

を
目
と
耳
で
ご
体
感
い
た
だ
け
ま
す
。
カ
ラ
オ

ケ
喫
茶
の
ス
テ
ー
ジ
で
歌
え
ま
す
。

雪
梁
舎
美
術
館

新
潟
県
ゆ
か
り
の
美
術
家

新
潟
市
西
区
山
田
４
５
１ 

０
２
５（
３
７
７
）１
８
８
８

86
畳
敷
き
の
展
示
室
を
有
す
る
美
術
館
で
す
。

毎
年
夏
に
は
美
術
育
成
を
目
的
と
し
た
全
国
絵

画
公
募
展
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
賞
展
」
を
開
催
し
、

大
賞
受
賞
者
に
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市

で
の
研
修
を
授
与
し
て
い
ま
す
。
常
設
展
の
マ

イ
セ
ン
磁
器
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
版
画
の
ほ
か
、

年
間
を
通
し
て
企
画
展
を
催
し
て
い
ま
す
。

新
潟
市
潟
東
樋
口
記
念
美
術
館 

新
潟
市
潟
東
歴
史
民
俗
資
料
館

赤
塚
不
二
夫
／
尾
竹
三
兄
弟
／
金
子
孝
信

新
潟
市
西
蒲
区
三
方
９
２ 

０
２
５
６（
８
６
）３
４
４
４

多
岐
に
渡
る
樋
口
顕
嗣
氏
寄
贈
作
品
・
郷
土

ゆ
か
り
の
作
家
作
品
（
赤
塚
不
二
夫
・
尾
竹
三

兄
弟
・
安
宅
安
五
郎
・
長
谷
川
秋
一
郎
・
福
富

雪
底
他
）・
金
子
孝
信
作
品
・
あ
り
し
日
の
鎧

潟
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
秋
に
は

特
別
展
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

越
佐
文
人
研
究
会

良
寛
・
會
津
八
一
の
周
辺
人
物

新
潟
市
西
蒲
区
下
山
３
４
０‒

２ 

０
２
５
６（
８
８
）５
３
３
５

７
月
新
潟
市
中
央
区
、
10
月
西
蒲
区
、
11
月

新
発
田
市
内
で
書
画
文
芸
展
を
開
催
。
11
月
総

会
お
よ
び
機
関
誌
28
号
を
発
行
し
ま
す
。

新
潟
市
中
之
口
先
人
館

羽
黒
山
政
司
／
小
柳
司
氣
太
／
大
川
博

新
潟
市
西
蒲
区
中
之
口
３
６
３ 

０
２
５（
３
７
５
）１
１
１
２

中
之
口
出
身
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し

た
先
人
の
業
績
を
示
す
資
料
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
特
に
第
36
代
横
綱
羽
黒
山
政
司
の
資
料
が

た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
小
柳
司

氣
太
や
大
川
博
の
資
料
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

に
い
が
た
の
誇
り「
文
化
力
」

17

20

18

21

19

22



13 第10号

蕗
谷
虹
児
記
念
館

蕗
谷
虹
児

新
発
田
市
中
央
町
４‒

１
１‒

７ 

０
２
５
４（
２
３
）１
０
１
３

蕗
谷
虹
児
は
、
新
発
田
市
の
出
身
。
大
正
か

ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
挿
絵
画
家
・
詩
人

で
す
。
日
本
画
を
学
ん
で
い
た
若
き
蕗
谷
虹
児

は
、
竹
久
夢
二
に
そ
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、
挿

絵
画
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
虹
児
の
生
涯
を
、

戦
前
戦
後
パ
リ
時
代
ま
で
を
代
表
作
品
で
紹
介
。

PASS
刀
剣
伝
承
館 

天
田
昭
次
記
念
館

天
田
昭
次

新
発
田
市
月
岡
温
泉
８
２
７ 

０
２
５
４（
３
２
）１
１
２
１

人
間
国
宝
・
故
天
田
昭
次
氏
が
月
岡
の
地
で

挑
ん
だ
、
自
家
製
鉄
に
よ
る
独
創
的
な
刀
剣
製

作
。
鍛
刀
技
術
の
追
求
の
結
晶
を
収
蔵
し
て
い

ま
す
。
太
刀
、
脇
差
、
短
刀
な
ど
、
一
般
的
な

刀
剣
の
み
な
ら
ず
、
七
支
刀
な
ど
の
特
殊
な
形

状
を
し
た
刀
剣
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

PASS
市
島
邸

市
島
家
ゆ
か
り
の
人
物

新
発
田
市
天
王
１
５
６
３ 

０
２
５
４（
３
２
）２
５
５
５

市
島
邸
資
料
館
で
は
、
市
島
家
の
歴
史
を
伝

え
る
企
画
展
示
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
６
０
０

坪
に
及
ぶ
県
指
定
文
化
財
の
母
屋
と
桜
や
約

１
５
０
本
の
梅
の
花
・
紫
陽
花
・
紅
葉
・
雪
景

色
な
ど
、
四
季
を
通
し
て
魅
力
的
な
回
遊
式
庭

園
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

発
信
し
ま
す 

伝
え
ま
す

燕
市 

長
善
館
史
料
館

鈴
木
文
臺
／
鈴
木
虎
雄
／
長
善
館
ゆ
か
り
の
人
物

燕
市
粟
生
津
９
７ 

０
２
５
６（
９
３
）５
４
０
０

長
善
館
は
、
１
８
３
３
年
か
ら
１
９
１
２
年
ま

で
の
80
年
間
に
１
０
０
０
人
以
上
の
人
材
を
輩
出

し
た
私
塾
で
す
。
館
内
に
は
、
塾
の
歩
み
や
特

色
あ
る
教
育
内
容
、
卒
業
生
の
業
績
等
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
鈴
木
虎

雄
博
士
の
漢
詩
や
遺
品
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

春
城
会

市
島
春
城

阿
賀
野
市
山
口
町
２‒

３‒

２
５

　

春
城
生
誕
１
６
０
年
を
記
念
し
て
４
年
９
月
、

生
家
離
れ
跡
地
に
宿
願
の
胸
像
建
立
が
成
っ
た
。

「
館
」
は
な
い
が
、
顕
彰
と
跡
地
保
全
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
で
き
た
の
で
一
人
春
城
に
と
ど
ま
ら

ず
広
く
郷
土
の
先
人
に
光
を
当
て
、
歴
史
・
文

化
情
報
の
受
・
発
信
の
拠
点
に
し
て
い
き
た
い
。

諸
橋
轍
次
記
念
館

諸
橋
轍
次

三
条
市
庭
月
４
３
４‒

１ 

０
２
５
６（
４
７
）２
２
０
８

世
界
的
な
偉
業
と
讃
え
ら
れ
た
『
大
漢
和
辞

典
』
の
編
纂
者
、
諸
橋
轍
次
。
座
右
の
銘
は
『
論

語
』
の
「
行
不
由
徑
」。
自
然
豊
か
な
故
郷
を

こ
よ
な
く
愛
し
、
漢
学
研
究
と
教
育
の
大
道
を

ひ
た
む
き
に
歩
ん
だ
諸
橋
轍
次
の
生
涯
や
功
績
、

そ
の
人
柄
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

燕
市
分
水
良
寛
史
料
館

良
寛

燕
市
上
諏
訪
９‒

９ 

０
２
５
６（
９
７
）２
４
２
８

良
寛
書
の
中
で
も
珠
玉
の
名
品
と
い
わ
れ
る

国
・
県
指
定
文
化
財
の
作
品
を
春
、
秋
の
二
回

特
別
展
と
し
て
公
開
し
、県
内
外
の
多
く
の
人
々

か
ら
良
寛
芸
術
の
真
髄
に
触
れ
て
も
ら
い
、
良

寛
を
支
え
た
地
域
の
人
と
文
化
風
土
を
再
認
識

し
、
学
習
す
る
場
と
し
ま
す
。

国
指
定
重
要
文
化
財「
渡
邉
邸
」

渡
邉
萬
寿
太
郎

関
川
村
下
関
９
０
４ 

０
２
５
４（
６
４
）１
０
０
２

渡
邉
家
11
代
当
主
の
渡
邉
萬
寿
太
郎
は
、
現

在
の
六
三
三
制
学
校
制
度
の
礎
と
な
る
「
関
谷

学
園
」
の
創
立
に
尽
力
し
ま
し
た
。
旧
関
谷
村

長
と
し
て
、
江
戸
初
期
か
ら
続
く
渡
邉
家
の
「
家

の
掟
」
に
基
づ
き
、
地
域
振
興
・
文
化
発
展
に

貢
献
し
ま
し
た
。

駒
形
十
吉
記
念
美
術
館

駒
形
十
吉

長
岡
市
今
朝
白
２‒

１‒

４ 

０
２
５
８（
３
５
）６
１
１
１

当
館
は
、
実
業
家
駒
形
十
吉
晩
年
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
収
蔵
・
展
示
す
る
美
術
館
で
す
。
静

か
な
環
境
で
速
水
御
舟
・
村
上
華
岳
・
加
山
又

造
・
平
山
郁
夫
な
ど
の
日
本
画
、
さ
ら
に
陶
芸

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
四
季
折
々
に
変
化
す

る
庭
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

阿
賀
野
市
立
吉
田
東
伍
記
念
博
物
館

吉
田
東
伍

阿
賀
野
市
保
田
１
７
２
５‒

１ 

０
２
５
０（
６
８
）１
２
０
０

吉
田
東
伍
は
日
本
全
土
の
地
名
を
網
羅
す
る

『
大
日
本
地
名
辞
書
』
を
独
力
で
編
さ
ん
し
た

歴
史
地
理
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
す
。
彼
は
ま
た
、

世
阿
弥
の
伝
書
を
発
見
し
、
能
楽
界
に
画
期
的

貢
献
を
す
る
な
ど
、
日
本
文
学
史
上
ひ
と
き
わ

異
彩
を
放
つ
野
人
学
者
で
し
た
。

PASS

三
条
市
歴
史
民
俗
産
業
資
料
館

長
谷
川
嵐
渓
、村
山
半
牧
、大
桃
寛

三
条
市
本
町
３
‐
１
‐
４ 

０
２
５
６（
３
３
）４
４
４
６

当
館
は
昭
和
10
年
建
設
の
旧
武
徳
殿
（
武
道

場
）
を
利
用
し
た
日
本
で
も
珍
し
い
国
登
録
有

形
文
化
財
の
資
料
館
で
す
。
三
条
市
の
歴
史
や

文
化
、
産
業
を
和
洋
折
衷
の
建
造
物
と
共
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

長
岡
市
河
井
継
之
助
記
念
館

河
井
継
之
助

長
岡
市
長
町
１
丁
目
甲
１
６
７
５‒

１  

０
２
５
８（
３
０
）１
５
２
５

河
井
継
之
助
の
生
家
跡
に
建
つ
記
念
館
で
、

継
之
助
が
暮
ら
し
た
当
時
の
面
影
が
残
る
庭
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
西
国
遊
歴
の
際
に

記
し
た
旅
日
記
『
塵
壺
』
や
旅
先
の
九
州
で
購

入
し
た
蓑
な
ど
ゆ
か
り
の
品
を
多
数
展
示
し
て

い
ま
す
。
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14第10号

良
寛
の
里
美
術
館

良
寛
／
由
之
／
貞
心
尼長岡

市
島
崎
３
９
３
８ 

０
２
５
８（
７
４
）３
７
０
０

今
年
度
は
「
良
寛
を
め
ぐ
る
人
び
と
と
良
寛

の
魅
力
」「
地
域
の
所
蔵
品
展
」
を
企
画
。
来
年

は
良
寛
と
貞
心
尼
の
初
対
面
か
ら
二
百
年
を
迎

え
る
に
先
駆
け
特
別
展
と
し
て
「
は
ち
す
の
露
」

を
テ
ー
マ
に
制
作
し
た
書
家
内
山
玲
子
の
作
品

を
通
し
て
、
良
寛
の
魅
力
や
思
い
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
敬
愛
す
る
人
々
の
思
い
を
探
り
ま
す
。

PASS
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館

全
般

長
岡
市
関
原
町
１
丁
目 

字
権
現
堂
２
２
４
７‒

２ 

０
２
５
８（
４
７
）６
１
３
０

常
設
展
示
で
は
縄
文
展
示
を
中
心
に
新
潟
県

の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
。
昭
和
30
年
代
の
雪
国

の
雁
木
通
り
や
、
縄
文
人
の
四
季
の
暮
ら
し
を

実
物
大
で
復
元
し
て
お
り
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。
様
々
な
テ
ー
マ
に

よ
る
企
画
展
等
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

新
潟
県
立
近
代
美
術
館

全
般

長
岡
市
千
秋
３‒

２
７
８‒

１
４ 

０
２
５
８（
２
８
）４
１
１
１

長
岡
市
の
「
千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森
」
に

あ
る
美
術
館
。
地
元
の
収
集
家
に
よ
る
「
大
光

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
軸
に
、
近
代
の
流
れ
を
見

通
せ
る
国
内
作
品
や
19
世
紀
の
西
洋
美
術
、
県

出
身
作
家
を
主
と
し
た
「
新
潟
の
美
術
」
な
ど
、

多
く
の
名
品
が
そ
ろ
い
ま
す
。

小
千
谷
市
ひ
と
・
ま
ち
・
文
化 

共
創
拠
点「
ホ
ン
ト
カ
。」

西
脇
順
三
郎　

小
千
谷
市
本
町
１‒

１
３‒

３
５ 

０
２
５
８（
８
２
）２
７
２
４

西
脇
順
三
郎
は
日
本
の
現
代
詩
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
世
界
的
な
詩
人
で
、
ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
候
補
に
も
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。「
ホ
ン
ト

カ
。」
内
の
西
脇
順
三
郎
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

西
脇
が
著
し
た
詩
集
を
中
心
に
、
絵
画
や
自
筆

原
稿
な
ど
関
係
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
小
千
谷
市
立
図
書
館
が
西
脇

順
三
郎
生
誕
１
３
０
年
に
あ
た

る
６
年
９
月
、
市
中
心
部
に
移

転
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ン
セ
プ

ト
の
「
ホ
ン
ト
カ
。」
と
し
て
開

館
。
そ
れ
に
伴
い
、
西
脇
コ
ー

ナ
ー
も
新
し
く
な
っ
た
。

新聞販売　折込総代理　広告代理　出版　保険代理

■ 黒埼本社
　　 〒950-1179　新潟市西区善久 772-2
 　　　新潟日報社黒埼本社内
　　  TEL. 025-211-3555 （代表）　　FAX. 025-211-3556

■ 流通本社
　　 〒950-1125　新潟市西区流通 3-1-1
　　  TEL. 025-233-3311 （代表）　　FAX. 025-233-3700
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に
い
が
た
の
誇
り「
文
化
力
」
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15 第10号

池
田
記
念
美
術
館

池
田
恒
雄
／
そ
の
他

南
魚
沼
市
浦
佐
５
４
９
３‒

３ 

０
２
５（
７
８
０
）４
０
８
０

ス
ポ
ー
ツ
専
門
誌
を
創
刊
し
出
版
業
界
で
活

躍
し
た
池
田
恒
雄
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
た
美
術

品
や
ス
ポ
ー
ツ
関
係
資
料
を
収
蔵
、
展
示
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
文
豪
小
泉
八
雲
の
手
紙
や

遺
愛
の
品
な
ど
を
展
示
す
る
小
泉
八
雲
文
学
資

料
室
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
企
画
展
を
毎
年
数

多
く
開
催
し
て
い
ま
す
。

良
寛
記
念
館

良
寛

出
雲
崎
町
大
字
米
田
１ 

０
２
５
８（
７
８
）２
３
７
０

良
寛
記
念
館
は
、
僧
侶
で
書
家
・
歌
人
で
も

あ
り
「
越
後
の
英
雄
」
と
呼
ば
れ
た
良
寛
の
出

生
地
の
出
雲
崎
町
に
あ
る
美
術
館
で
す
。
年
に

３
回
ほ
ど
の
企
画
展
を
行
い
「
日
本
書
道
の
究

極
美
」
と
い
わ
れ
る
良
寛
の
遺
墨
を
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
柏
崎

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン柏

崎
市
諏
訪
町
１
０‒

１
７ 

０
２
５
７（
２
８
）５
７
５
５

日
本
文
学
研
究
者
の
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
を

そ
の
周
辺
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。
昨
年
新
設

し
た
企
画
展
示
室
に
て
、
今
年
は
「
ド
ナ
ル
ド
・

キ
ー
ン
と
写
真
集
『
鎌
鼬
』」「
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー

ン
と
平
和
」
な
ど
年
間
３
回
の
企
画
展
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

鈴
木
牧
之
記
念
館

鈴
木
牧
之

南
魚
沼
市
塩
沢
１
１
１
２‒

２ 

０
２
５（
７
８
２
）９
８
６
０

豪
雪
地
に
生
ま
れ
た
鈴
木
牧
之
は
、
雪
深
い

生
活
を
伝
え
る
た
め
雪
の
本
『
北
越
雪
譜
（
天

保
８
年
刊
）』
を
出
版
し
ま
し
た
。
雪
国
の
民
俗
、

習
慣
、
伝
説
、
産
業
な
ど
に
つ
い
て
著
さ
れ
た

本
書
は
、
江
戸
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
当

館
を
代
表
す
る
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

PASS

魚
沼
市
　
宮
柊
二
記
念
館

宮
柊
二

魚
沼
市
堀
之
内
１
１
７‒

６ 

０
２
５（
７
９
４
）３
８
０
０

魚
沼
の
風
土
が
育
ん
だ
昭
和
を
代
表
す
る
歌

人
宮
柊
二
の
遺
品
や
図
書
資
料
を
収
蔵
・
公
開

し
て
い
ま
す
。
柊
二
の
書
斎
を
再
現
す
る
常
設

展
、
テ
ー
マ
に
基
づ
く
企
画
展
、
宮
柊
二
講
座

と
短
歌
セ
ミ
ナ
ー
、
月
例
短
歌
教
室
な
ど
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大

会
は
三
十
一
回
目
を
迎
え
ま
す
。

PASS

南
魚
沼
市
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術
館

富
岡
惣
一
郎

南
魚
沼
市
上
薬
師
堂
１
４
２ 

０
２
５（
７
７
５
）３
６
４
６

上
越
市
高
田
出
身
の
洋
画
家
・
富
岡
惣
一
郎

が
描
い
た
「
白
の
世
界
」
シ
リ
ー
ズ
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
雪
の
白
に
魅
了
さ
れ
、
自
ら
開
発

し
た
白
油
絵
の
具
「
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
」
と

独
自
の
技
法
で
表
さ
れ
た
白
の
美
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

PASS

令
和
６
年
度
年
度
法
人
パ
ス
ポ
ー
ト
会
員
、維
持
会
員
、及
び
協
力
企
業（
50
音
順
）

熱
い
ご
支
援
ご
協
力
に�

�

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

イ
ワ
コ
ン
ハ
ウ
ス
新
潟
株
式
会
社
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｓ
Ｔ
新
潟
総
合
テ

レ
ビ
、
岡
三
に
い
が
た
証
券
株
式
会
社
、
グ
リ
ー
ン
産
業
株
式
会
社
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
、
株
式
会
社
コ
ム
、
株
式

会
社
新
宣
、
セ
コ
ム
上
信
越
株
式
会
社
、
株
式
会
社D

I Palette

、
株

式
会
社
大
光
銀
行
、
株
式
会
社
第
四
北
越
銀
行
、
田
村
紙
商
事
株
式

会
社
、
長
岡
造
形
大
学
、
新
潟
縣
信
用
組
合
、
新
潟
綜
合
警
備
保
障

株
式
会
社
、
国
立
大
学
法
人
新
潟
大
学
、
株
式
会
社
新
潟
日
報
社
、

一
般
財
団
法
人
新
潟
日
報
美
術
振
興
財
団
、
株
式
会
社
新
潟
放
送
、

公
益
財
団
法
人
ビ
ー
・
エ
ス
・
エ
ヌ
教
育
文
化
振
興
基
金
、
新
潟
税

理
士
法
人
深
滝
合
同
事
務
所
、
株
式
会
社
ブ
ル
ボ
ン
、
株
式
会
社
本

間
組

今号も多くの企業から、にいがたの文化を発信す
ることにご賛同いただきました。また、６年度、法
人パスポート会員、維持会員として、あるいはその
ほかのお力添えをいただいた皆様には、ここにお名
前を記して心から感謝を申し上げます。引き続きご
支援をお願いいたします。

発
信
し
ま
す 

伝
え
ま
す
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16第10号

〇
…
吉
田
東
伍
は
図
書
館
に
１
日
行
け
ば
、

家
で
１
週
間
は
原
稿
書
き
が
で
き
た
と
い
う
。

そ
し
て
一
人
で
４
万
項
目
の
地
名
辞
書
を
編
さ

ん
。
超
人
的
能
力
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

〇
…
横
山
さ
ん
の
講
演
で
、
新
潟
日
報
が
県

展
や
紙
面
を
通
し
て
本
県
の
文
化
振
興
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
改
め
て
実
感
。

紙
面
を
飾
っ
た
作
家
の
顔
ぶ
れ
が
す
ご
い
。

〇
…
何
で
も
電
子
化
の
時
代
だ
が
、
展
覧
会

で
は
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
は
必
要
と
い
う
ご
意

見
多
数
。「
目
に
触
れ
る
」
ポ
ス
タ
ー
、「
手
に

取
れ
る
」
チ
ラ
シ
。
ス
マ
ホ
に
は
な
い
強
み
だ
。

�

（
高
）

上
越
市
立
歴
史
博
物
館

「
越
後
の
都
」の
歴
史

上
越
市
本
城
町
７‒

７（
高
田
城
址
公
園
内
） 

０
２
５（
５
２
４
）３
１
２
０

常
設
展
示
で
は
、「
越
後
の
都
」
を
テ
ー
マ

に
高
田
城
と
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
資
料
は
も

ち
ろ
ん
、
模
型
や
Ｖ
Ｒ
映
像
を
使
っ
て
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
「
戦

後
80
年
記
念 

上
越
と
戦
争
の
記
憶
（
仮
称
）」

な
ど
の
企
画
展
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

前
島
記
念
館

前
島
密

上
越
市
下
池
部
１
３
１
７‒

１ 

０
２
５（
５
２
４
）５
５
５
０

本
館
の
横
に
立
つ
石
碑
は
表
は
渋
沢
栄
一
書
、

背
面
に
は
坪
内
逍
遥
、
市
島
謙
吉
、
會
津
八
一

の
撰
文
に
よ
る
「
日
本
文
明
の
一
大
恩
人
が
こ

こ
で
生
ま
れ
た
」
の
書
き
出
し
で
功
績
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。「
日
本
近
代
化
の
父
」
に
相
応

し
い
人
格
者
で
す
。

糸
魚
川
歴
史
民
俗
資
料
館 

《
相
馬
御
風
記
念
館
》

相
馬
御
風

糸
魚
川
市
一
の
宮
１‒

２‒

２ 

０
２
５（
５
５
２
）７
４
７
１

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
多
彩
に
活
躍
し
た

郷
土
の
文
人
・
相
馬
御
風
の
関
係
資
料
を
中
心

に
収
蔵
・
展
示
し
て
い
ま
す
。
企
画
展
も
随
時

開
催
し
て
い
ま
す
。
糸
魚
川
駅
近
く
の
県
史
跡

相
馬
御
風
宅
に
も
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

PASS

●
開
館
時
間�

午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

●
休
館
日�

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）、
年
末
年
始
、

展
示
替
え
期
間

※�

事
情
に
よ
り
臨
時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
入
館
料�

一
般 	

：
５
０
０
円（
４
０
０
円
）

学
生（
高
校
生
以
上
）	

：
３
０
０
円（
２
４
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※（　

）
内
は
団
体
20
名
以
上

※
団
体
観
覧
は
当
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
交
通
の
ご
案
内�

新
潟
駅
か
ら
：
タ
ク
シ
ー　

約
５
分

　
　
　
　
　
　
　

徒　
　

歩　

約
15
分

新
潟
空
港
か
ら
：
タ
ク
シ
ー　

約
15
分

利
用
案
内

に
い
が
た
文
化
の
記
憶
館

〒
９
５
０‒

０
０
８
８

新
潟
市
中
央
区
万
代
３‒ 

１‒ 

１

新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
５
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
５
（
２
５
０
）
７
１
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
５
（
２
５
０
）
７
０
４
０

http://nm
m

c.jp

編
集
後
記

湯
沢
町
歴
史
民
俗
資
料
館「
雪
国
館
」

川
端
康
成
／
そ
の
他

湯
沢
町
大
字
湯
沢
３
５
４‒

１ 

０
２
５（
７
８
４
）３
９
６
５

川
端
康
成
の
小
説
『
雪
国
』
の
情
景
を
描
い

た
日
本
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
、
駒
子
の
モ
デ
ル
と

い
わ
れ
る
芸
者
・
松
栄
が
昭
和
初
期
に
住
ん
だ

部
屋
の
一
部
を
移
築
再
現
し
た
「
駒
子
の
部
屋
」

が
見
所
。
土
器
や
古
銭
の
ほ
か
、
民
具
や
農
具

も
展
示
し
て
い
ま
す
。

PASS
岩
の
原
ワ
イ
ナ
リ
ー 

川
上
善
兵
衛
記
念
館

川
上
善
兵
衛

上
越
市
大
字
北
方
１
２
２
３ 

０
２
５（
５
２
８
）４
０
０
２

岩
の
原
葡
萄
園
の
創
業
者
で
あ
り
、「
日
本

の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
の
父
」
川
上
善
兵
衛
が
取
り

組
ん
だ
ぶ
ど
う
の
品
種
交
雑
や
ワ
イ
ン
造
り
の

歴
史
が
テ
ー
マ
別
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

坂
口
記
念
館

坂
口
謹
一
郎上

越
市
頸
城
区
鵜
ノ
木
１
４
８ 

０
２
５（
５
３
０
）３
１
０
０

応
用
微
生
物
学
の
世
界
的
権
威
で
「
酒
博
士
」

と
し
て
知
ら
れ
る
坂
口
謹
一
郎
博
士
の
功
績
と

酒
造
り
道
具
の
展
示
の
ほ
か
、
敷
地
内
の
雪
椿

の
開
花
に
あ
わ
せ
４
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で「
坂

口
謹
一
郎
博
士
と
酒
と
つ
ば
き
の
祭
典
」
を
開

催
し
ま
す
。

小
林
古
径
記
念
美
術
館

小
林
古
径

上
越
市
本
城
町
７‒

１（
高
田
城
址
公
園
内
） 

０
２
５（
５
２
３
）８
６
８
０

小
林
古
径
の
作
品
と
と
も
に
、
上
越
市
ゆ
か

り
の
作
家
の
作
品
を
収
集
・
展
示
す
る
美
術
館

で
す
。
東
京
都
大
田
区
南
馬
込
か
ら
移
築
復
原

し
た
小
林
古
径
邸
と
、
再
現
さ
れ
た
古
径
の
画

室
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

小
川
未
明
文
学
館

小
川
未
明

上
越
市
本
城
町
８‒

３
０　

高
田
図
書
館
内 

０
２
５（
５
２
３
）１
０
８
３

「
日
本
近
代
童
話
の
父
」
と
い
わ
れ
る
小
川

未
明
の
お
い
た
ち
や
業
績
、
作
品
が
生
ま
れ
た

背
景
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
未
明
童
話
を

体
験
で
き
る
仕
掛
け
も
あ
り
、
毎
月
第
２
、
第

４
日
曜
日
に
は
お
話
し
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

50

51

4546

49 48

47

52学
ぶ
、知
る
、遊
ぶ
…
記
憶
館
刊
行
物

　
・『
み
ん
な
で
伝
え
よ
う 

に
い
が
た
文
化
の
記
憶
』

郷
土
の
先
人
の
業
績
、
歴
史
的
意
味
付
け
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
読
み
物
（
Ａ
４
判

１
９
１
ペ
ー
ジ
、
税
と
も
１
，５
２
７
円
）

　
・「
に
い
が
た
偉

人
か
る
た
」
遊
び

な
が
ら
、
に
い
が

た
の
文
化
人
を
学

べ
る
（
㊤
、
税
と

も
１
，５
０
０
円
）。


